
～提案募集で解決・改善が図られた事例（一部抜粋）～

年 法律名 政府の対応方針の内容
H26 農地法 ４ha超の農地転用許可は、国との協議を付した上で都道府県（指定市町村）に移譲
H27 自然公園法 国立公園の特別地域内における迷惑行為への指示は都道府県の職員も可能である旨を通知

＜義務付け・枠付けの見直し等＞

＜権限移譲＞

項目 年 法律名等 政府の対応方針の内容
手
続
等
の
廃
止

H26 企業立地促進法 基本計画の同意に係る事前審査等を原則廃止し、法定協議の留意事項を情報提供
H26 農村地域工業等導入促進法 都道府県の実施計画等に係る通知による国の地方支分部局との連絡調整を廃止
H26 認定こども園法 保育所型認定こども園に係る認定の有効期間の廃止

国
協
議
の

簡
素
化

H27 森林法 保安林の解除に係る農林水産大臣への協議について、同意を要しない協議に見直し
H26 過疎地域自立促進特別措置法 過疎地域自立促進方針に係る事前協議と正式協議の手続一本化を検討（27年中）

手
続
の

簡
素
化

H27 河川法 流水占用料等の徴収方法について、条例により複数年度分を一括で徴収することを可能に
H27 災害救助法 住宅の応急修理について、件数が著しく多数の場合は手続の簡略化が可能である旨を明確化

書
類
の
簡
素
化

H26 財政融資資金法 財政融資資金の借入に係る提出書類を削減
H27 農地法 農地転用許可の申請書に添付する書類を明確化
H26 老人福祉法及び介護保険法 サービス提供には老人福祉法上の届出と介護保険法上の指定等の各手続が必要だが、重複書類等の

簡素化が可能なことを周知

要
件
等
の
見
直
し

H27 予防接種法 施設入所児童等の保護者の行方は分かるが連絡が取れない等の事由により、保護者の同意の有無が
確認できない場合に、施設長等の同意により予防接種の実施を可能に

H27 旅館業法 移住希望者の空き家への短期居住について、旅館業法の適用を受けない要件を明確化
H27 健康保険法 入院中の障害者に対する意志疎通支援者の付添いが可能である旨の明確化を検討・結論（28年中）

補
助
制
度
の
見
直
し

（
手
続
・対
象
）

H27 林業関係事業補助金 工事の早期着手に係る手続を周知し、毎年度可能な限り早期に交付決定を実施
H27 緊急消防援助隊設備整備費補助金 補助金交付決定後の入札による補助金額の減額は、都道府県知事による処理が可能である旨を通知
H27 土地改良事業関係補助金 経費の額の変更について、大臣承認が不要な場合を追加する方向で検討・結論（28年中）
H26 保育士修学資金貸付制度 貸付対象者の住所要件の廃止
H26 認知症地域支援推進員等設置事業 地方公共団体が独自に養成する者も活用できるよう、27年度早期に要綱を見直し

・上記は、政府の地方分権改革推進本部の資料｢平成26年の地方からの提案等に関する対応方針(案)概要｣及び｢平成27年の地方からの提案等に関する対応方針(案)【概要】｣から一部抜粋。
・上記の事例は、提案団体が求めた内容と異なる対応であるものも含まれている。



平
成
２
７
年
４
月
６
日
  

職
員
各
位
 

 

「
国
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
提
案
」
を
実
施
し
ま
す
!! 

～
地
方
分
権
改
革
に
関
す
る
提
案
募
集
～
 

 

こ
の
た
び
、
内
閣
府
地
方
分
権
改
革
推
進
室
か
ら
「
地
方
分
権
改
革
に
関
す
る
提
案
募
集
」
の
通
知
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
地
方
分
権
改
革
に
関
す
る
全
国
的
な
制
度
改
正
に
係
る
提
案
を
地
方
に
募
集
す
る
も
の
で
す
。 

本
市
で
は
、
こ
れ
を
「
国
に
も
の
を
言
え
る
・
仕
事
を
変
え
る
職
員
と
職
場
風
土
」
を
育
て
る
機
会
と
と
ら
え
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
提
案
特
別
編
「
国
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
提
案
」
と
し
て
、
全
庁
職
員
宛
て
に
広
く
募
集
し
ま
す
。
市
民

サ
ー
ビ
ス
向
上
や
事
務
効
率
化
等
に
つ
な
が
る
も
の
に
つ
い
て
、
積
極
的
な
提
案
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

            提
案
の
対
象
 

 
詳
細
は
、
別
添
「
内
閣
府
募
集
要
項
 
抜
粋
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

（
１
）
国
・
県
か
ら
市
へ
の
事
務
・
権
限
の
移
譲
 

（
２
）
市
に
対
す
る
規
制
緩
和
（
義
務
付
け
・
枠
付
け
※
の
見
直
し
及
び
必
置
規
制
※
の
見
直
し
）
 

※
義
務
付
け
・
枠
付
け
…
国
が
自
治
体
の
自
治
事
務
に
対
し
、
法
令
等
で
そ
の
実
施
や
方
法
を
縛
る
も
の
 

※
必
置
規
制
…
国
が
自
治
体
に
対
し
、
法
令
等
で
特
定
の
組
織
や
職
の
設
置
を
義
務
付
け
る
こ
と
 

 提
案
対
象
者
 

主
幹
級
以
下
の
全
職
員
（
所
属
長
を
除
く
）
 

 

提
出
方
法
 

別
添
「
提
案
用
紙
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
所
属
長
に
提
出
 

 

提
案
期
限
 

平
成
２
７
年
４
月
２
３
日
（
木
）
ま
で
 

 留
意
事
項
 

提
案
提
出
後
、
経
営
戦
略
室
に
よ
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
ほ
か
、
内
閣
府
へ
の
事
前
相
談
案
件
と
な
っ
た
場
合
は

内
閣
府
担
当
者
等
に
よ
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
・
質
疑
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
基
本
的
に
提
案
課
・
提
案
者
が
中
心

と
な
っ
て
対
応
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
詳
細
は
裏
面
「
提
案
提
出
後
の
動
き
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
 

豊田市の事例（平成２７年）



提
案
提
出
後
の
動
き
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
 

 
大
ま
か
に
、
下
記
５
段
階
の
流
れ
と
な
り
ま
す
。
 

①
 
４
月
 
 
事
務
局
（
経
営
戦
略
室
）
へ
の
提
案
提
出
 

②
 
５
月
 
 
内
閣
府
へ
の
事
前
相
談
案
件
提
出
 

③
 
６
月
 
 
内
閣
府
へ
の
本
提
案
案
件
提
出
 

④
 
７
月
～
 
内
閣
府
と
関
係
府
省
と
の
折
衝
 

⑤
 
１
２
月
 
閣
議
決
定
 

 提
案
例
 

・
 
別
添
「
昨
年
度
の
提
案
例
」
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。
 

・
 
ま
た
、
経
営
戦
略
室
情
報
Ｄ
Ｂ
で
「
地
方
分
権
改
革
に
関
す
る
提
案
募
集
」
関
連
の
資
料
を
ま
と
め
た
も

の
を
掲
載
い
た
し
ま
す
の
で
、
必
要
に
応
じ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

 備
考
 

・
 
提
案
内
容
が
実
現
さ
れ
る
等
、
特
に
優
れ
た
提
案
に
つ
い
て
は
市
長
賞
と
し
て
表
彰
し
ま
す
。
 

・
 
提
案
の
対
象
と
な
る
か
ど
う
か
等
、
不
明
な
場
合
は
経
営
戦
略
室
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
 

 

【
問
合
せ
】
経
営
戦
略
室
 
社
本
 
直
通
3
4
-
3
3
6
0
 
内
線
3
0
1
1
2
 

提
案
者

提
案
所
属
（
長
）

事
務
局

（
経
営
戦
略
室
）

内
閣
府

関
係
府
省

4月
【
～
23日
(木
)】

所
属
長
へ
提
出

【
～
30日
(木
)】

事
務
局
へ
提
出

5月

【
～
中
旬
】

提
案
内
容
ヒ
ア
リ
ン
グ

内
閣
府
へ
の
事
前
相
談
案
件

絞
り
込
み
・
提
出

【
～
29日
(金
)】

事
前
相
談
案
件
精
査

内
容
質
疑
・
ヒ
ア
リ
ン
グ

6月

【
～
10日
(水
)】

本
提
案
提
出

【
10日
(水
)～
】

本
提
案
内
容
精
査

内
容
質
疑
・
ヒ
ア
リ
ン
グ

７
月｜
１
１
月

関
係
府
省
と
の
折
衝

提
案
内
容
の
質
疑
、

ヒ
ア
リ
ン
グ

有
識
者
会
議
開
催
ほ
か

内
閣
府
と
の

折
衝

12月
【
中
旬
】

提
案
へ
の
対
応
方
針
に

つ
い
て
閣
議
決
定

豊
田
市

国

内
閣
府
質
疑
・
ヒ
ア
リ
ン
グ
対
応
（
頻
度
：
多
）

内
閣
府
か
ら
の
質
疑
・
ヒ
ア
リ
ン
グ
対
応
（
頻
度
：
少
）

事
務
局
ヒ
ア
リ
ン
グ
対
応

内
閣
府
質
疑
・
ヒ
ア
リ
ン
グ
対
応
（
頻
度
：
多
）



 

  

表

彰

状 
 

○
○
○
○
課 
●
● 

●
● 

殿 

貴
殿
は
「
平
成
27
年
度 

国
へ
の
チ

ャ
レ
ン
ジ
提
案
」
に
お
い
て
制
度
改
革

等
の
実
現
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
の
で

こ
れ
を
賞
し
ま
す 

 

今
後
も
業
務
に
お
い
て
チ
ャ
レ
ン

ジ
精
神
を
発
揮
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
期
待
し
ま
す 

平
成
二
十
八
年
一
月□

□

日 

豊
田
市
長 

太
田 

稔
彦 



提案募集を行っていただくために②

○ 提案に当たっては、現状で支障が生じている内容と、提案の実現による住民の利便性の
向上・行政の効率化等の内容を具体的に示してください。

○ 「提案の提出後に法律を所管する府省から直接問合せや呼び出し」が行われたケー
スがあったとお聞きしましたが、内閣府が関与することなく、そういうことが行われない
よう、各府省に徹底します。



<近接性の原理>
○ 国が地域の実情を十分に把握できていないのにかかわらず

↓
・国が地方公共団体に権限を移譲しない

・国が地方公共団体を縛っている(義務付け・枠付け)

↓
○ 現場（住民・企業活動）に近いところで判断すべき

<論点は現場にあり>
○ 支障事例を現場から出してもらうことが必要。

○ 市町村からの提案が少ないが、市町村は、保健・医療・福祉・まちづくりなど

の実施主体であり、住民や事業者と日々直接、接しているはず。

○ 住民、民間事業者やNPO団体などから、支障事例を聞いていただきたい。

○ 例えば、住民、民間事業者やNPO団体が参加し、支障事例を意見交換し、議論

するような場を設けることも選択肢。

<支障事例>
○ 「これをやってはダメ」だとか、「これをやれ」などの規制が厳しい

○ 施設・設備や職員配置などの義務付け・基準が厳しい、現状と合致していない

○ 手続きが煩雑で時間が長くかかる

○ 必要な書類が多すぎる

提案募集を行っていただくために③



<直接、住民サービスの向上につながる提案>
○ 役所における行政手続きの簡素化や、補助金の使い勝手の向上もいいが、

ダイレクトに住民サービスの向上につながるような提案をしていただきたい。

<近隣自治体との連携>
○ ぜひ普段仕事上の付き合いのある近隣の自治体とコミュニケーションを図って

いただきたい。そこから解決すべき地域の課題・制度の課題が見えてくる。

<意識改革>
○ 地方創生、人口減少対策や一億総活躍など、自治体の仕事は山積しているが、

あらためて庁内で地方分権についての意識を高めていただきたい。

提案募集を行っていただくために④



<企業活動と地方公共団体との関係>
○ 地域開発・まちづくり

林地開発(太陽光発電施設)、都市再開発(オフィスビル、マンション)、

市街地整備(住宅団地) など

○ 人的サービス

医療(病院、メディカルツーリズム)、福祉(サ高住、企業内保育園) など

<「規制緩和」や「特区」だけでなく
「地方分権」も民間企業の活動に関係>

○ 「地方分権」は、「国から地方公共団体への権限移譲」や「地方公共団体が事

務・事業を行うにあたっての規制緩和」だが、最終的には、必ず「住民サービス

の向上」につながるもの

○ 「住民サービスの向上」には、企業活動が関係しているものが多い

○ 例：ハローワーク(求人・求職)、工場の緑地面積率(雇用の拡大)

提案募集を行っていただくために⑤



工場立地基準の緩和により、環境保全と調和した工場敷地の有効利用を促進（宮崎県西都市）

提案募集を行っていただくために⑥



不要となった空き公共施設の地場産業による有効活用により、地域の雇用・産業を活性化（秋田県大館市）

提案募集を行っていただくために⑦



 

1 
 

平
成
28
年
 
地
方
分
権
改
革
に
関
す
る
提
案
募
集
要
項
 

 

内
閣
府
地
方
分
権
改
革
推
進
室
 

 １
 
趣
旨
 

内
閣
府
地
方
分
権
改
革
推
進
室
で
は
、「
地
方
分
権
改
革
に
関
す
る
提
案
募
集
の
実
施
方
針
」（
平
成
26
年

４
月
30
日
地
方
分
権
改
革
推
進
本
部
決
定
）
に
基
づ
き
、
地
方
分
権
改
革
に
関
す
る
全
国
的
な
制
度
改
正
に

係
る
提
案
を
募
集
し
ま
す
。
 

 ２
 
提
案
の
主
体
  

提
案
主
体
は
、
以
下
の
と
お
り
と
し
ま
す
。
 

（
１
）
都
道
府
県
及
び
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。）
 

（
２
）
一
部
事
務
組
合
及
び
広
域
連
合
 

（
３
）
全
国
的
連
合
組
織
（
地
方
自
治
法
（
昭
和
22
年
法
律
第
67
号
）
第
263
条
の
３
第
１
項
に
規
定

す
る
全
国
的
連
合
組
織
で
同
項
に
規
定
す
る
届
出
を
し
た
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
 

（
４
）
地
方
公
共
団
体
を
構
成
員
と
す
る
組
織
（
上
記
（
３
）
を
除
く
。
）
 

ま
た
、
以
下
の
点
に
つ
い
て
御
留
意
く
だ
さ
い
。
 

・
 
提
案
に
当
た
っ
て
広
く
各
層
の
声
を
反
映
す
る
観
点
か
ら
、
提
案
主
体
は
、
提
案
主
体
の
内
部
部
局

又
は
提
案
主
体
を
構
成
す
る
地
方
公
共
団
体
か
ら
幅
広
く
意
見
を
集
約
す
る
と
と
も
に
、
経
済
団
体
、

各
種
関
係
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
職
員
グ
ル
ー
プ
な
ど
か
ら
の
意
見
を
提
案
に
反
映
す
る
よ
う
に
努
め
て
く

だ
さ
い
。
 

・
 
本
件
の
重
要
性
に
鑑
み
、
首
長
の
了
解
を
得
た
上
で
、
提
案
し
て
く
だ
さ
い
。
 

・
 
一
定
の
広
が
り
を
持
ち
、
説
得
力
の
あ
る
提
案
と
な
る
よ
う
、
複
数
の
地
方
公
共
団
体
が
共
通
課
題

を
有
す
る
場
合
に
は
、
共
同
で
の
提
案
や
提
案
内
容
の
他
団
体
に
よ
る
補
充
を
推
奨
し
ま
す
。
 

 ３
 
募
集
期
間
 

平
成
28
年
３
月
17
日
（
木
）
か
ら
６
月
６
日
（
月
）
ま
で
 

 ４
 
提
案
募
集
に
係
る
事
前
相
談
 

 
提
案
内
容
を
充
実
し
、
現
場
に
密
着
し
た
課
題
解
決
に
向
け
、
着
実
に
成
果
を
得
る
観
点
か
ら
、
内
閣
府

と
の
事
前
相
談
を
必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

 （
１
）
事
前
相
談
受
付
期
間
 
平
成
28
年
３
月
17
日
（
木
）
～
５
月
23
日
（
月
）
 

（
２
）
様
式
 
「
提
案
募
集
に
係
る
事
前
相
談
様
式
」
(別
添
１
) 

（
３
）
相
談
方
法
 
 

①
電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
相
談
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「
提
案
募
集
に
係
る
事
前
相
談
様
式
」
に
記
載
の
上
、
電
子
メ
ー
ル
に
て
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。
メ
ー
ル

の
タ
イ
ト
ル
は
、
以
下
の
よ
う
に
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 
・
タ
イ
ト
ル
：（
提
案
募
集
に
係
る
事
前
相
談
）
、
都
道
府
県
名
、
団
体
名
 

 ②
個
別
相
談
 

当
室
の
職
員
が
、
提
案
者
か
ら
の
具
体
的
な
提
案
、
質
問
等
を
お
聞
き
す
る
個
別
の
相
談
も
実
施
し
ま

す
。
当
室
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
宛
て
、
相
談
希
望
日
を
記
載
の
上
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
メ
ー
ル
に

は
「
個
別
相
談
希
望
、
都
道
府
県
名
、
団
体
名
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
を
付
け
、
別
添
１
の
様
式
を
使
用
し

て
、
団
体
名
、
代
表
者
の
氏
名
・
所
属
・
電
話
番
号
及
び
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
相
談
内
容
の
概
要
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
そ
の
際
に
は
、
現
行
制
度
の
具
体
的
な
支
障
事
例
、
制
度
改
正
に
よ
る
効
果
等
制
度
改
正
の
必

要
性
を
で
き
る
限
り
具
体
的
に
示
す
と
、
よ
り
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
 

 ５
 
募
集
す
る
提
案
の
対
象
 

提
案
の
対
象
は
、
 

①
地
方
公
共
団
体
へ
の
事
務
・
権
限
の
移
譲
（
以
下
「
権
限
移
譲
」
と
い
う
。
）
 

②
地
方
に
対
す
る
規
制
緩
和
（
義
務
付
け
・
枠
付
け
の
見
直
し
及
び
必
置
規
制
の
見
直
し
を
い
う
。
以
下

同
じ
。）
 

と
し
、
具
体
的
な
取
扱
い
は
、
以
下
の
と
お
り
と
し
ま
す
。
 

（
１
）
全
国
的
な
制
度
改
正
に
係
る
提
案
に
つ
い
て
対
象
と
し
ま
す
。
そ
の
際
、
全
国
一
律
の
権
限
移
譲
が

難
し
い
な
ど
の
場
合
に
は
、
個
々
の
地
方
公
共
団
体
の
発
意
に
応
じ
た
選
択
的
な
移
譲
（
手
挙
げ
方
式
）

と
す
る
提
案
等
に
つ
い
て
も
対
象
と
し
ま
す
（
な
お
、
手
挙
げ
方
式
を
求
め
る
提
案
は
、
地
方
に
対
す
る

規
制
緩
和
に
つ
い
て
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。）。
ま
た
、
提
案
主
体
の
み
を
対
象
と
し
た
提
案
に
つ
い
て

は
、
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
 

（
２
）
地
方
分
権
改
革
推
進
委
員
会
勧
告
（
以
下
「
委
員
会
勧
告
」
と
い
う
。
）
で
は
対
象
と
し
て
い
な
い
以

下
の
よ
う
な
事
項
に
係
る
提
案
に
つ
い
て
も
対
象
と
し
ま
す
。
 

ア
 
権
限
移
譲
の
場
合
 

委
員
会
勧
告
で
は
、
主
と
し
て
出
先
機
関
の
事
務
・
権
限
を
対
象
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
限

ら
ず
本
府
省
の
事
務
・
権
限
も
対
象
と
し
ま
す
。
 

イ
 
地
方
に
対
す
る
規
制
緩
和
の
場
合
 

委
員
会
勧
告
で
は
、
自
治
事
務
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
義
務
付
け
・
枠
付
け
の
見
直
し
を
対
象
と
し

て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
限
ら
ず
①
法
定
受
託
事
務
に
関
す
る
も
の
、
②
政
省
令
等
に
よ
る
も
の
、
③

補
助
金
等
の
要
綱
等
に
よ
る
も
の
も
対
象
と
し
ま
す
。
 

な
お
、
補
助
金
等
の
要
綱
等
に
関
す
る
「
規
制
緩
和
」
と
は
、
具
体
的
に
は
、
各
種
補
助
条
件
の
見

直
し
や
手
続
書
類
の
簡
素
化
を
念
頭
に
置
い
て
お
り
、
補
助
率
の
引
上
げ
、
補
助
金
の
廃
止
に
よ
る
一

般
財
源
化
な
ど
は
、
「
規
制
緩
和
」
に
当
た
ら
ず
、
提
案
募
集
方
式
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
 



 

3 
 （
３
）
現
行
制
度
の
見
直
し
に
と
ど
ま
ら
ず
、
制
度
の
改
廃
を
含
め
た
抜
本
的
な
見
直
し
に
係
る
提
案
に
つ

い
て
も
対
象
と
し
ま
す
。
 

す
な
わ
ち
、
提
案
募
集
方
式
の
提
案
の
対
象
で
あ
る
権
限
移
譲
及
び
地
方
に
対
す
る
規
制
緩
和
に
つ
い

て
、
個
別
条
項
に
関
す
る
見
直
し
の
み
な
ら
ず
、
当
該
事
務
又
は
制
度
そ
の
も
の
の
廃
止
な
ど
も
含
め
る

も
の
で
す
。
 

（
４
）
権
限
移
譲
又
は
地
方
に
対
す
る
規
制
緩
和
に
関
連
す
る
提
案
に
つ
い
て
も
対
象
と
し
ま
す
。
 

す
な
わ
ち
、
権
限
移
譲
等
の
た
め
の
制
度
改
正
を
行
う
に
当
た
り
、
併
せ
て
行
う
こ
と
が
適
切
な
規
制

改
革
や
運
用
改
善
（
例
、
許
認
可
権
限
の
移
譲
に
当
た
り
、
許
認
可
に
関
す
る
要
件
の
見
直
し
を
行
う
提

案
）
な
ど
も
含
め
る
も
の
で
す
。
な
お
、
提
案
書
（
別
添
２
）
の
記
入
に
当
た
っ
て
は
、
所
定
の
欄
に
関

連
提
案
で
あ
る
旨
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
 

（
５
）
以
下
の
よ
う
な
提
案
は
、
権
限
移
譲
又
は
地
方
に
対
す
る
規
制
緩
和
に
当
た
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
、

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
 

・
国
・
地
方
の
税
財
源
配
分
や
税
制
改
正
 

・
予
算
事
業
の
新
設
提
案
 

・
国
が
直
接
執
行
す
る
事
業
の
運
用
改
善
 

・
個
別
の
公
共
用
物
に
係
る
管
理
主
体
の
変
更
 

・
現
行
制
度
で
も
対
応
可
能
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
事
項
 

 ６
 
提
案
書
記
入
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項
  

提
案
書
の
記
入
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

（
１
）
改
革
す
べ
き
制
度
の
根
拠
条
文
を
示
し
、
制
度
改
正
の
内
容
を
具
体
的
に
記
入
し
て
提
案
し
て
く
だ

さ
い
。
 

（
２
）
現
行
制
度
の
具
体
的
な
支
障
事
例
、
制
度
改
正
に
よ
る
効
果
等
制
度
改
正
の
必
要
性
を
で
き
る
限
り

具
体
的
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
例
え
ば
、
 

・
 
現
在
の
規
制
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
事
業
が
で
き
な
い
の
か
、
逆
に
、
権
限
移
譲
又
は
地
方
に
対
す

る
規
制
緩
和
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
な
事
業
が
可
能
と
な
る
の
か
、
具
体
的
な
支
障
事
例
、
効
果
に
基
づ

い
て
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
 

（
３
）
権
限
移
譲
又
は
地
方
に
対
す
る
規
制
緩
和
を
行
っ
た
場
合
に
懸
念
さ
れ
る
事
項
が
あ
る
と
き
は
、
そ

の
懸
念
さ
れ
る
事
項
を
解
消
す
る
た
め
の
工
夫
・
対
応
策
に
つ
い
て
も
で
き
る
限
り
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。 

（
４
）「
平
成
27
年
の
地
方
か
ら
の
提
案
等
に
関
す
る
対
応
方
針
」
（
平
成
27
年
12
月
22
日
閣
議
決
定
）

等
こ
れ
ま
で
の
閣
議
決
定
に
お
い
て
改
革
の
具
体
的
な
取
組
方
針
が
定
め
ら
れ
て
い
る
事
項
等
に
つ
い
て

は
、
そ
の
取
組
の
方
向
性
を
十
分
踏
ま
え
て
提
案
す
る
と
と
も
に
、
事
情
変
更
等
に
よ
り
こ
れ
ま
で
の
取

組
の
方
向
性
と
異
な
る
提
案
を
提
出
す
る
場
合
に
は
そ
の
理
由
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 
 
な
お
、
こ
れ
ま
で
の
地
方
分
権
改
革
に
関
す
る
閣
議
決
定
に
つ
い
て
は
、
当
室
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
http://w

w
w.cao.go.jp/bunken-suishin/archive/category02/archive-k.htm

l な
ど
）
を
参
照

し
て
く
だ
さ
い
。
 

http://www.cao.go.jp/bunken-suishin/archive/category02/archive-k.html
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 （
５
）
こ
れ
ま
で
の
地
方
分
権
改
革
の
取
組
に
お
い
て
実
現
で
き
な
か
っ
た
事
項
で
あ
っ
て
も
、
こ
れ
ま
で

の
議
論
に
お
い
て
想
定
さ
れ
て
い
た
弊
害
に
対
す
る
対
応
策
や
代
替
措
置
を
提
示
す
る
な
ど
の
工
夫
を
講

じ
た
う
え
で
提
案
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
視
点
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
、
提
案
の

実
現
可
能
性
が
高
ま
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
幅
広
く
様
々
な
視
点
か
ら
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
累
次
の
委
員
会
勧
告
及
び
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
こ
れ
ま
で
の
地
方
分
権
改
革
の
取
組
、
各
府
省

の
回
答
等
に
つ
い
て
は
、
当
室
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 

（
http:
//ww
w.cao
.go.j
p/bu
nken-
suis
hin/i
ndex.
html）
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。
 

（
６
）
提
案
が
現
在
国
に
お
い
て
進
め
て
い
る
地
方
創
生
等
の
各
種
施
策
と
関
連
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
旨

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 ７
 
提
出
先
・
問
合
せ
先
等
 

提
案
書
の
提
出
に
つ
い
て
は
、
下
記
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

参
考
資
料
が
あ
る
場
合
に
は
、
提
案
の
ど
の
部
分
に
対
応
す
る
か
わ
か
る
よ
う
に
し
、
電
子
デ
ー
タ
化
し

た
上
で
、提
案
書
と
あ
わ
せ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
電
子
デ
ー
タ
化
が
困
難
な
場
合
は
御
相
談
下
さ
い
。
）。
 

（
１
）
Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
が
活
用
可
能
な
団
体
（
都
道
府
県
及
び
市
区
町
村
）
に
あ
っ
て
は
、
総
務
省
地
域
力
創

造
グ
ル
ー
プ
が
運
営
す
る
地
域
の
元
気
創
造
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
サ
ー
バ
ー
内
の「
一
斉
調
査
シ
ス
テ
ム
」

（
下
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
参
照
）
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

（
https://w

w
w.gservice.cloudjp.net/m

icis/eAccess/FD
_N

insho/com
m

on/login.jsp
）
 

（
２
）
Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
団
体
に
あ
っ
て
は
、
電
子
メ
ー
ル
に
て
、
提
案
書
を
 

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。
 

①
電
子
メ
ー
ル
の
タ
イ
ト
ル
（
件
名
）
は
、
「
提
案
書
送
付
 
提
案
主
体
名
」
と
し
て
く
だ
さ
い
。
 

（
例
：
提
案
書
送
付
 
○
○
県
○
○
市
）
 

「
提
案
主
体
名
」
に
つ
い
て
、
複
数
の
主
体
に
よ
る
共
同
提
案
の
場
合
は
、
連
絡
先
と
し
て
提
案
様

式
に
記
載
さ
れ
て
い
る
団
体
の
名
称
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
 

②
提
案
書
の
電
子
デ
ー
タ
の
フ
ァ
イ
ル
名
は
、「
提
案
主
体
名
 提
案
名
」
と
し
て
く
だ
さ
い
。
 

（
例
：
○
○
県
○
○
市
 
△
△
△
の
権
限
の
市
ま
で
の
移
譲
、
又
は
、
□
□
の
規
制
緩
和
）
 

「
提
案
主
体
名
」
は
、
①
と
同
様
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、「
提
案
名
」
は
、
提
案
様
式
の
「
提

案
事
項
（
事
項
名
）」
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。「
提
案
名
」
に
つ
い
て
、
複
数
の
提
案
が
あ
る
場
合
は
、

提
案
様
式
の
一
番
上
に
記
載
さ
れ
て
い
る
提
案
の
名
称
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
 

＜
問
合
せ
先
＞
 

 
 
内
閣
府
 
地
方
分
権
改
革
推
進
室
 
提
案
募
集
総
括
担
当
 

 
 
 
 
住
 
所
 
〒
100-897
0 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
３
－
１
－
１
 
霞
が
関
合
同
庁
舎
４
号
館
８
階
 
 
 
 

電
 
話
 
03-3581-
2437 

  

http://www.cao.go.jp/bunken-suishin/index.html
https://www.gservice.cloudjp.net/micis/eAccess/FD_Ninsho/common/login.jsp
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 ８
 
提
案
書
提
出
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項
 
 

（
１
）
募
集
期
間
の
期
限
に
遅
れ
て
提
出
の
あ
っ
た
提
案
書
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。
 

（
２
）
現
行
制
度
の
具
体
的
な
支
障
事
例
、
制
度
改
正
に
よ
る
効
果
等
制
度
改
正
の
必
要
性
の
記
入
が
な
い

な
ど
提
案
書
に
不
備
が
あ
る
場
合
は
、
受
け
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
御
了
承
く

だ
さ
い
。
募
集
期
間
の
期
限
間
際
で
の
提
出
は
、
提
案
書
に
不
備
が
あ
っ
た
場
合
の
修
正
が
時
間
的
に
も

困
難
と
な
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
限
り
早
め
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

（
３
）
提
案
内
容
の
詳
細
等
を
確
認
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
提
案
書
に
は
連
絡
先
等
を
必
ず
記
載
し

て
く
だ
さ
い
。
 

 ９
 
提
案
の
取
扱
い
  

（
１
）
受
け
付
け
た
提
案
に
つ
い
て
は
、
内
閣
府
が
実
現
に
向
け
て
政
府
の
関
係
行
政
機
関
（
以
下
「
関
係

府
省
」
と
い
う
。
）
と
調
整
を
行
い
ま
す
。
そ
の
過
程
に
お
い
て
、
提
案
に
対
す
る
関
係
府
省
の
回
答
、
当

該
回
答
に
対
す
る
提
案
主
体
か
ら
の
見
解
の
提
出
等
を
重
ね
ま
す
。
そ
の
際
、
全
国
的
連
合
組
織
か
ら
も

意
見
を
聴
取
し
ま
す
。
 

同
様
の
提
案
が
複
数
の
提
案
主
体
か
ら
提
出
さ
れ
た
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
内
閣
府
で
取
り
ま
と
め
、

一
括
し
て
関
係
府
省
へ
の
照
会
を
行
い
ま
す
。
 

ま
た
、
特
に
重
要
と
考
え
ら
れ
る
提
案
に
つ
い
て
は
、
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
地
方
分
権
改
革
）
の

下
で
開
催
す
る
地
方
分
権
改
革
有
識
者
会
議
（
以
下
「
有
識
者
会
議
」
と
い
う
。
）
又
は
有
識
者
会
議
専
門

部
会
に
お
い
て
、
集
中
的
に
調
査
審
議
を
行
い
、
実
現
に
向
け
た
検
討
を
進
め
ま
す
。
 

（
２
）
た
だ
し
、
以
下
の
よ
う
な
単
年
度
で
結
論
を
得
る
こ
と
が
難
し
い
提
案
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
有

識
者
会
議
又
は
有
識
者
会
議
専
門
部
会
で
審
議
し
公
表
し
た
提
案
に
つ
い
て
は
、
提
案
団
体
か
ら
改
め
て

支
障
事
例
等
が
具
体
的
に
示
さ
れ
た
場
合
等
に
調
整
の
対
象
と
し
ま
す
。
 

①
  
最
近
の
閣
議
決
定
で
見
直
し
の
方
向
性
が
決
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
効
果
を
検
証
す
る
の
に
十
分
な

期
間
が
経
過
し
て
い
な
い
事
項
に
関
す
る
提
案
で
あ
っ
て
、
そ
の
後
の
新
た
な
情
勢
変
化
等
の
記
述
が

な
い
も
の
 

②
 
現
行
制
度
の
支
障
事
例
、
制
度
改
正
に
よ
る
効
果
等
制
度
改
正
の
必
要
性
が
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い

な
い
も
の
 

（
３
）
ま
た
、
補
助
金
等
の
要
綱
等
に
関
す
る
「
規
制
緩
和
」
の
提
案
は
、
関
係
府
省
に
照
会
し
予
算
編
成

過
程
で
の
検
討
を
求
め
た
上
で
、
予
算
編
成
後
に
最
終
回
答
を
取
り
ま
と
め
ま
す
。
た
だ
し
、
要
綱
等
に

よ
る
義
務
付
け
・
枠
付
け
や
必
置
規
制
に
つ
い
て
、
特
に
地
方
分
権
の
観
点
か
ら
の
議
論
が
必
要
と
考
え

ら
れ
る
も
の
は
、
通
常
の
提
案
と
同
様
に
取
扱
い
ま
す
。
 

（
４
）
以
上
を
踏
ま
え
、
提
案
に
関
す
る
対
応
方
針
に
つ
い
て
、
年
末
ま
で
に
、
有
識
者
会
議
の
調
査
審
議

を
経
て
、
地
方
分
権
改
革
推
進
本
部
決
定
及
び
閣
議
決
定
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
法
律
改
正
に
よ
り
措
置

す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
は
、
所
要
の
法
律
案
を
国
会
に
提
出
し
ま
す
。
 

（
５
）
提
案
の
内
容
、
提
案
に
対
す
る
関
係
府
省
の
回
答
及
び
当
該
回
答
に
対
す
る
提
案
主
体
の
見
解
等
並



 

6 
 

び
に
最
終
的
な
調
整
結
果
に
つ
い
て
は
、
内
閣
府
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。
ま
た
、
内
閣
府
は
、

実
現
し
な
か
っ
た
提
案
に
つ
い
て
、
次
年
以
降
の
提
案
及
び
検
討
の
参
考
と
す
る
た
め
、
当
該
提
案
に
関

す
る
提
案
主
体
及
び
関
係
府
省
の
意
見
等
を
公
表
し
ま
す
。
 



1 
 

 

提
案
募
集
に
関
す
る
よ
く
あ
る
御
質
問
 

 

内
閣
府
地
方
分
権
改
革
推
進
室
 

平
成
27
年
４
月
1
3
日
 

平
成
28
年
３
月
1
7
日
改
定
 

 （
１
）
事
前
相
談
に
つ
い
て
 

Q
1
.
 
事
前
相
談
は
必
ず
行
う
必
要
が
あ
る
の
か
。
 

A
1
.
 
提
案
内
容
を
よ
り
充
実
し
た
も
の
と
し
、
実
現
可
能
性
を
高
め
る
た
め
に
不
可
欠
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

「
平
成
28
年
 
地
方
分
権
改
革
に
関
す
る
提
案
募
集
要
項
」（
以
下
「
募
集
要
項
」
と
い
う
。）
に
あ
る
と
お

り
、
必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
提
案
に
つ
い
て
は
、
１
件
ず
つ
個
別
に
議
論
を
行
い
ま
す
の
で
、
全
て

の
提
案
が
そ
ろ
わ
な
い
段
階
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
早
め
に
事
前
相
談
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

 Q
2
.
 
事
前
相
談
は
分
権
担
当
課
で
取
り
ま
と
め
て
か
ら
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
 

A
2
.
 
事
前
相
談
の
際
に
は
必
ず
し
も
庁
内
各
課
の
相
談
事
項
を
分
権
担
当
課
が
取
り
ま
と
め
て
地
方
分
権
改
革

推
進
室
に
提
出
す
る
必
要
は
な
く
、
担
当
者
レ
ベ
ル
の
ア
イ
デ
ィ
ア
で
も
随
時
提
出
い
た
だ
い
て
構
い
ま
せ
ん
。 

提
案
へ
の
内
容
が
固
ま
っ
て
い
な
く
て
も
支
障
等
を
示
し
て
い
た
だ
い
て
、
よ
ろ
ず
相
談
的
に
内
閣
府
が
受

け
付
け
ま
す
の
で
、
内
閣
府
と
の
や
り
と
り
の
過
程
で
提
案
を
固
め
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

一
方
で
、
提
案
は
単
な
る
国
へ
の
要
望
で
は
な
い
の
で
、
提
案
し
た
場
合
に
は
、
年
末
の
閣
議
決
定
ま
で
、

内
閣
府
と
の
や
り
取
り
が
続
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

提
案
の
際
に
は
、
募
集
要
項
に
あ
る
と
お
り
、
首
長
の
了
解
を
得
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
お
り
、
そ
の
前

提
と
し
て
団
体
内
で
十
分
な
情
報
共
有
を
図
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

 Q
3
.
 
国
へ
の
事
前
相
談
は
敷
居
が
高
く
、
気
軽
に
相
談
が
で
き
な
い
の
だ
が
。
 

A
3
.
 
事
前
相
談
担
当
者
は
基
本
的
に
、
自
治
体
出
身
の
調
査
員
（
研
修
生
）
の
方
々
で
す
。
 

こ
れ
ま
で
提
案
い
た
だ
い
た
団
体
の
多
く
か
ら
、
「
提
案
の
趣
旨
や
内
容
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き

た
」
「
提
案
の
説
得
力
・
成
熟
度
を
増
す
こ
と
が
で
き
た
」
と
の
声
も
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
安
心
し

て
御
相
談
く
だ
さ
い
。
 

 Q
4
.
 
事
前
相
談
の
内
容
は
HP
で
公
表
さ
れ
る
の
か
。
 

A
4
.
 
事
前
相
談
の
内
容
は
公
表
し
ま
せ
ん
。
 

 Q
5
.
 
事
前
相
談
へ
の
返
答
は
ど
の
よ
う
な
形
で
な
さ
れ
る
の
か
。
 

A
5
.
 
相
談
の
内
容
に
応
じ
て
、
メ
ー
ル
や
電
話
で
の
返
答
を
行
う
予
定
で
す
。
 

 Q
6
.
 
事
前
相
談
時
も
各
府
省
に
情
報
提
供
は
さ
れ
る
の
か
。
 

A
6
.
 
行
う
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
一
般
論
と
し
て
、
団
体
名
を
伏
せ
た
上
で
、
法
令
解
釈
や
制
度
の
経
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緯
等
に
つ
い
て
各
府
省
に
確
認
を
行
う
場
合
は
あ
り
ま
す
。
 

 
 
 ま
た
、
提
案
後
も
、
内
閣
府
が
関
与
す
る
こ
と
な
く
、
各
府
省
か
ら
提
案
団
体
へ
の
直
接
の
問
合
せ
が
な
い
 

 
 
よ
う
、
各
府
省
に
徹
底
し
ま
す
。
 

一
方
で
、
調
整
の
進
捗
に
応
じ
て
、
提
案
団
体
と
各
府
省
と
の
間
で
直
接
の
や
り
取
り
を
お
願
い
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
と
き
は
内
閣
府
が
関
与
し
ま
す
。
 

 Q
7
.
 
事
前
相
談
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
ど
の
よ
う
に
集
め
れ
ば
よ
い
か
。
 

A
7
.
 
各
事
業
担
当
課
の
ほ
か
、
企
業
等
か
ら
の
提
案
窓
口
、
「
市
長
へ
の
手
紙
」
な
ど
、
外
か
ら
意
見
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
部
局
に
提
案
を
働
き
か
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。
  

ま
た
、
ぜ
ひ
普
段
仕
事
上
の
付
き
合
い
の
あ
る
近
隣
の
自
治
体
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
く
だ
さ

い
。
そ
こ
か
ら
解
決
す
べ
き
地
域
の
課
題
・
制
度
の
課
題
が
見
え
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
 

 （
２
）
提
案
の
主
体
に
つ
い
て
 

Q
8
.
 
「
地
方
公
共
団
体
を
構
成
員
と
す
る
組
織
」
と
は
ど
う
い
っ
た
も
の
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
そ
の

場
合
、
ど
こ
か
ら
周
知
す
る
の
か
。
 

A
8
.
 
県
市
長
会
や
県
町
村
会
と
言
っ
た
県
内
の
組
織
を
は
じ
め
と
し
て
、
「
○
○
地
方
市
長
会
」
の
よ
う
な
県
域

を
超
え
る
組
織
や
、
「
○
○
問
題
協
議
会
」
の
よ
う
な
任
意
の
組
織
も
含
み
ま
す
。
周
知
に
つ
い
て
は
、
幹
事

団
体
等
か
ら
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

 Q
9
.
 
議
会
や
、
都
道
府
県
単
位
の
議
長
会
は
提
案
の
主
体
と
な
る
の
か
。
 

A
9
.
 
提
案
の
主
体
は
、
い
わ
ゆ
る
地
方
六
団
体
の
ほ
か
、
地
方
公
共
団
体
及
び
地
方
公
共
団
体
を
構
成
員
と
す
る

組
織
で
あ
る
た
め
、
調
整
の
上
、
こ
れ
ら
の
意
見
と
し
て
提
案
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 Q
1
0
.
 
「
提
案
に
当
た
っ
て
広
く
各
層
の
声
を
反
映
す
る
観
点
か
ら
、
提
案
主
体
は
、
提
案
主
体
の
内
部
部
局
（
中

略
）
か
ら
幅
広
く
意
見
を
集
約
す
る
（
中
略
）
よ
う
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。」
と
あ
る
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。
 

A
1
0
.
 
提
案
に
際
し
て
は
、
当
該
提
案
主
体
と
し
て
判
断
を
行
い
責
任
を
も
っ
て
提
案
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
地
方
分
権
改
革
担
当
部
局
、
提
案
に
関
す
る
制
度
を
直
接
所
管
す
る
部

局
及
び
そ
の
他
関
係
部
局
に
お
い
て
、
提
案
の
内
容
、
趣
旨
、
支
障
事
例
等
に
関
す
る
認
識
を
十
分
に
共
有

し
て
い
た
だ
い
た
上
で
、
首
長
の
了
解
を
得
て
、
提
案
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 Q
1
1
.
 
共
同
提
案
団
体
に
は
ど
の
よ
う
な
事
務
が
発
生
す
る
の
か
。
 

A
1
1
.
 
団
体
名
や
支
障
事
例
を
公
表
す
る
と
と
も
に
、
提
案
団
体
同
様
、
支
障
事
例
の
内
容
の
問
合
せ
等
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

 （
３
）
提
案
の
対
象
に
つ
い
て
 

Q
1
2
.
 
募
集
要
項
上
、
権
限
移
譲
に
関
す
る
提
案
の
対
象
と
し
て
、「
委
員
会
勧
告
で
は
、
主
と
し
て
出
先
機
関
の

事
務
・
権
限
を
対
象
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
限
ら
ず
本
府
省
の
事
務
・
権
限
も
対
象
と
し
ま
す
。
」
と

あ
り
、
都
道
府
県
か
ら
市
町
村
へ
の
権
限
移
譲
に
つ
い
て
の
言
及
が
な
い
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
提
案
の

対
象
と
な
る
と
の
理
解
で
よ
い
か
。
 



3 
 A
1
2
.
 
お
見
込
み
の
と
お
り
で
す
。
 

 Q
1
3
.
 
過
去
に
提
案
し
た
も
の
を
再
度
提
案
し
て
も
良
い
か
。
 

A
1
3
.
 
募
集
要
項
９
（
２
）
①
に
示
し
た
と
お
り
、
最
近
の
閣
議
決
定
で
見
直
し
の
方
向
性
が
決
定
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
効
果
を
検
証
す
る
の
に
十
分
な
期
間
が
経
過
し
て
い
な
い
事
項
に
関
す
る
提
案
で
あ
っ
て
、
そ
の
後
の

新
た
な
情
勢
変
化
等
の
記
述
が
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
関
係
府
省
と
の
調
整
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
 

逆
に
、
前
回
の
検
討
時
点
か
ら
の
情
勢
変
化
、
よ
り
具
体
的
な
支
障
事
例
等
に
つ
い
て
明
確
に
示
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
提
案
い
た
だ
い
て
構
い
ま
せ
ん
。
 

た
だ
し
、
閣
議
決
定
に
至
ら
な
か
っ
た
提
案
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
共
団
体
間
の
意
見
の
相
違
が
最
終
的

に
解
消
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
や
、
具
体
的
な
支
障
事
例
や
制
度
改
正
に
よ
る
効
果
等
制
度
改
正
の
必
要
性
の

説
明
が
必
ず
し
も
十
分
で
な
か
っ
た
も
の
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
事
情
が
異
な
っ
て
い
る
た
め
、
ま
ず
は
事
前
相

談
を
通
じ
て
、
前
回
の
経
緯
を
よ
く
確
認
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
た
め
、
早
め
の
事
前
相
談
を
お
願
い
し
ま

す
。
 

 Q
1
4
.
 
過
去
の
提
案
募
集
に
お
い
て
、
提
案
の
対
象
外
と
さ
れ
た
も
の
が
あ
っ
た
が
、
提
案
の
対
象
外
と
な
る
も

の
は
何
か
。

 
A
1
4
.
 
提
案
募
集
方
式
に
お
い
て
は
、
権
限
移
譲
及
び
地
方
に
対
す
る
規
制
緩
和
に
関
す
る
も
の
が
提
案
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
例
え
ば
、
過
去
の
提
案
募
集
に
お
い
て
対
象
外
と
さ
れ
た
、
国
が
直
接
執
行

す
る
事
業
の
運
用
改
善
（
例
：
国
か
ら
農
家
へ
の
直
接
の
補
助
金
の
補
助
要
件
の
緩
和
）、
民
間
事
業
者
等
に

対
す
る
規
制
に
関
す
る
提
案
（
例
：
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
導
入
に
係
る
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の

期
間
短
縮
）
な
ど
、
地
方
公
共
団
体
の
事
務
又
は
事
務
処
理
方
法
の
義
務
付
け
・
枠
付
け
に
関
す
る
提
案
で

な
い
も
の
は
、
権
限
の
移
譲
や
地
方
に
対
す
る
規
制
緩
和
で
は
な
い
た
め
、
引
き
続
き
提
案
募
集
の
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。
 

 Q
1
5
.
 
地
方
財
政
措
置
に
関
す
る
も
の
は
対
象
に
な
る
か
。

 
A
1
5
.
 
地
方
交
付
税
措
置
の
対
象
拡
大
や
措
置
率
の
引
上
げ
、
地
方
債
の
充
当
対
象
の
拡
大
や
充
当
率
の
引
上
げ

な
ど
の
地
方
財
政
措
置
に
関
す
る
も
の
は
、
対
象
と
し
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
手
続
に
関
す
る
規
制
緩
和
等
は

対
象
と
な
り
ま
す
。

 
  Q1
6
.
 
道
路
公
社
等
地
方
３
公
社
な
ど
、
地
方
公
共
団
体
で
は
な
い
が
そ
れ
に
密
接
に
関
わ
る
主
体
に
対
す
る
義

務
付
け
・
枠
付
け
の
見
直
し
は
対
象
に
な
る
か
。
 

A
1
6
.
 
 前
提
と
し
て
当
該
公
社
等
は
、
地
方
公
共
団
体
で
は
な
い
た
め
当
然
に
は
提
案
対
象
に
な
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
 

た
だ
し
、
提
案
の
具
体
的
内
容
が
実
質
的
に
、
地
方
公
共
団
体
が
行
っ
て
い
る
事
務
の
義
務
付
け
・
枠
付

け
に
も
関
係
す
る
か
否
か
、
個
性
を
活
か
し
自
立
し
た
地
方
を
つ
く
る
の
に
資
す
る
か
否
か
等
（
※
）
に
よ
っ

て
は
、
提
案
の
対
象
と
な
る
可
能
性
も
あ
る
た
め
、
い
ず
れ
に
し
て
も
早
め
の
事
前
相
談
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

※
 
例
：
地
方
公
共
団
体
が
設
置
・
運
営
す
る
学
校
を
公
立
大
学
法
人
に
移
管
で
き
る
よ
う
に
す
る
提
案
 

 
 
 
 
 
 
 地
方
住
宅
供
給
公
社
が
供
給
す
る
賃
貸
住
宅
の
賃
借
人
の
対
象
に
学
校
法
人
を
追
加
す
る
提
案

 
  



4 
 （
４
）
単
年
度
で
結
論
を
出
す
こ
と
が
難
し
い
と
考
え
ら
れ
る
提
案
に
つ
い
て
 

Q
1
7
.
 
単
年
度
で
結
論
を
得
る
こ
と
が
難
し
い
と
考
え
ら
れ
る
提
案
に
分
類
さ
れ
た
場
合
、
調
整
の
対
象
に
は
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
か
。
 

A
1
7
.
 
お
見
込
み
の
と
お
り
で
す
。
た
だ
し
例
外
と
し
て
、
有
識
者
会
議
に
お
い
て
、
議
論
が
必
要
で
あ
り
、
か

つ
提
案
団
体
か
ら
の
補
正
が
有
効
な
も
の
と
認
め
ら
れ
れ
ば
、
年
度
途
中
で
も
対
象
と
な
る
こ
と
は
あ
り
得

ま
す
。
 

 Q
1
8
.
 
募
集
要
項
９
（
２
）
の
「
単
年
度
で
結
論
を
得
る
こ
と
が
難
し
い
提
案
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
有
識
者

会
議
又
は
有
識
者
会
議
専
門
部
会
で
審
議
し
公
表
し
た
提
案
」
と
い
う
の
は
、
既
に
公
表
さ
れ
て
い
る
の
か
。

い
つ
公
表
さ
れ
る
の
か
。
 

A
1
8
.
 
募
集
期
間
終
了
後
、
い
た
だ
い
た
提
案
に
つ
い
て
有
識
者
会
議
等
で
審
議
し
公
表
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す

の
で
、
現
時
点
で
は
公
表
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
項
目
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
懸
念
が
あ
る
場
合
に
は
、

事
前
相
談
に
お
い
て
前
広
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。
 

 （
５
）
補
助
金
等
の
要
綱
等
の
規
制
緩
和
の
提
案
に
つ
い
て
 

Q
1
9
.
 
補
助
金
等
の
要
綱
等
の
規
制
緩
和
の
提
案
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
対
象
か
。
 

A
1
9
.
 
こ
れ
ま
で
の
地
方
分
権
に
お
け
る
国
庫
補
助
負
担
金
を
巡
る
議
論
1に
お
い
て
は
、
地
方
公
共
団
体
の
自
主

性
・
自
立
性
を
高
め
る
見
地
か
ら
、
国
と
地
方
の
役
割
分
担
や
責
任
の
所
在
を
明
確
化
す
る
等
の
考
え
方
に

基
づ
く
見
直
し
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
国
庫
補
助
負
担
金
の
整
理
合
理
化
や
地
方
税
・
地

方
交
付
税
等
の
地
方
一
般
財
源
の
充
実
確
保
の
取
組
と
合
わ
せ
て
、
存
続
す
る
国
庫
補
助
負
担
金
に
つ
い
て

も
、
国
庫
補
助
負
担
金
の
統
合
・
メ
ニ
ュ
ー
化
、
補
助
条
件
の
適
正
化
・
緩
和
、
事
務
手
続
き
の
簡
素
化
等
と

い
っ
た
、
運
用
・
関
与
の
改
革
等
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
募
集
要
項
５
（
２
）
イ
③
の
補
助
金
等
の
要
綱
等

の
規
制
緩
和
に
関
す
る
提
案
と
は
、
こ
う
し
た
こ
れ
ま
で
の
地
方
分
権
の
流
れ
を
踏
ま
え
て
、
各
種
補
助
条

件
の
見
直
し
や
手
続
書
類
の
簡
素
化
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
単
な
る
採
択
基
準
の
引

き
下
げ
の
よ
う
な
提
案
は
、
そ
も
そ
も
提
案
募
集
方
式
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。
 

 Q
2
0
.
 
補
助
金
等
の
要
綱
等
の
規
制
緩
和
の
提
案
は
予
算
編
成
後
に
関
係
府
省
か
ら
の
回
答
を
取
り
ま
と
め
る
の

は
な
ぜ
か
。
 

A
2
0
.
 
過
去
の
提
案
で
は
、
各
種
補
助
条
件
の
見
直
し
や
手
続
書
類
の
簡
素
化
に
留
ま
ら
ず
、
政
府
に
お
け
る
予

算
上
の
検
討
も
合
わ
せ
て
必
要
と
な
る
も
の
が
多
数
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
提
案
は
、
予
算
編
成
の

議
論
を
経
て
か
ら
で
な
い
と
関
係
府
省
か
ら
の
責
任
あ
る
回
答
が
困
難
で
す
。
こ
の
た
め
、
募
集
要
項
９
（
３
）

た
だ
し
書
に
示
し
た
よ
う
に
、
地
方
分
権
の
観
点
か
ら
の
議
論
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
も
の
を
除
き
、
関
係

府
省
に
照
会
し
予
算
編
成
過
程
で
の
検
討
を
求
め
、
予
算
編
成
後
に
回
答
を
取
り
ま
と
め
る
こ
と
と
し
た
も

の
で
す
。
 

                                                   
1 国
庫
補
助
金
に
係
る
議
論
や
方
針
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
地
方
分
権
推
進
委
員
会
第
２
次
勧
告
（
平
成

9
年

7
月

8
日
）
「
第
４
章

 国
庫
補
助
負
担
金
の
整
理
合
理
化
と
地
方
税
財
源
の
充
実
確
保
」
及
び
こ
れ
を
踏
ま
え

た
地
方
分
権
推
進
計
画
（
平
成

10
年

5
月

29
日
）
「
第
４

 国
庫
補
助
負
担
金
の
整
理
合
理
化
と
地
方
税
財
源

の
充
実
確
保
」
並
び
に
地
方
分
権
改
革
推
進
委
員
会
第
４
次
勧
告
（
平
成

21
年

11
月

9
日
）
Ⅱ
「
中
長
期
の

課
題
」
２
「
国
庫
補
助
負
担
金
の
整
理
」
な
ど
。

 



提案募集について御不明な点等ございましたら、

下記連絡先までお問い合わせください。

【問合せ先】

内閣府地方分権改革推進室

提案募集総括担当

電話：０３ｰ３５８１ｰ２４３７

地方分権改革推進室の問合せ先



提案募集要項など、詳細については、以下のホームページを
御参照ください（http://www.cao.go.jp/bunken-suishin/index.html）

地方分権改革推進室のHP

平成28年の地方分権改革に関する提案募集
及び事前相談について
http://www.cao.go.jp/bunkensuishin/teianbosyu/
2016/teianbosyu.html

http://www.cao.go.jp/bunken-suishin/index.html
http://www.cao.go.jp/bunkensuishin/teianbosyu/2016/teianbosyu.html


地方分権改革推進室のＳＮＳ

Facebook
https://www.facebook.com/cao.bunken

Twitter
https://twitter.com/cao_bunken



皆様からの積極的な提案を

お待ちしております。

（まずは気軽にご相談下さい）
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